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私はこのところ中国の少数民族の歴史、とりわけ西南中国の少数民族の

歴史につ
いて関心を抱き取組んできている。
そうした成果の一端として、

この春に本研究所の研究叢刊第一・「明代西南民族史料
i|明実録抄
||」

(第一
冊〉
を出版した。
この
史料集は、明代史の根本史料である
「明実録」

の中から、
西南民族に関する記事を抽出して抄録したものである。
その序

文において本史料集を出版し
ようとした主旨を次のように記して
おい
た 。

今日の中国は、
漢民族をはじ
めとして、多数の
(少数・非漢)
民族に

よっ
て構成されるところの多民族国家である。
多民族国家としての
中

国が歴史的に形成されたものである以上、中国の文明や歴史は、これ

ら諸民族との
関わりの中で追求する必要があろう。
従来、北方諸民族

については、
その文化や歴史、また彼らが中国史に果した役割などに

関して、
様々
な角度から
検討がなされており、その歴史史料の収集・

整理も行われ、
幾多の
業績をみるに至っ
ている。
一
方、
西南民族につ

いては、
近年になっ
て、その理解を深めるための図
録や解説書、さら
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に民族学的方面か
らの現地調査報告書などが、
多く刊行されるよう
に

なっ
てきてい
る。
しかし、西南民族に関する歴史史料の収集・
整理に

ついては、殆んど行われてい
ない
状況である。
こうした現状に鑑み、

西南諸民族に関する記事を豊
富に収めているところの
「明実録」
の
中

から
その
関係記
事を抄出し
てみようと
試みた。

以上の如く、
中国における民族研究の現状を簡単にふれた上で、本史料

集刊行の意義をの
べたので
ある。

ところで
、一

九六六年からはじまっ
たプロ
レタリア文化大革命は、
九

七六年の毛沢東の死と、それに引継ぐ四
人組の失脚とともに完全に終息し

た。
そしてその
後、中国においては、
急速に大量の
出版物が
刊行されるよ

う
になっ
てきた。
そのよう
な状況の中にあっ
て、特に少数民族に関する出

版物の量は
驚くほど落大である。
このことは中国における民族研究の活況

を一不すものではなかろうか。

そこで 、
最近の
中国における民族研究 、とりわけ西南民族研究の
現状に

ついて、出版物を通して概観してみ
たいと思う。
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本論に先だっ
て、
参考のために中国における少数民族の
概況について簡

単に紹介し
ておきたい。

β、寸日 一
、 ( a )中 中国 少 固に 数 少は 民 数漢 族 民民 の 族族 名 のを 称 現は 状じめとして

五十五の少数民族を加えた五十

六の民族がいるといわれ
ている。
それらの名称については、第一表を参照

し
ていただきたい。

ところで、今日では中国の少数民族は五十五となっ
てい
るが、
これはあ

くまで
も政府が公認し
た民
族の数であっ
て、
解放
後まもない
一九五一年ご

ろには六十以上の
民族といっ
ていた時
期もある〈劉格平「両年来的民族工

作」(「民族政策丈件葉編』
第一一編・五三
頁)〉 。
その後、これらの民族集団

が
検討・
整理されて五十五となっ
ているのである。
一
方、中国には今日な

お民族とし
て認定されることを要求し
ている民族集団が多くいるといわれ

ヴ4ン

ている。
そのような未公認の
民族集団をOO人と
呼んで、民族と認定され

ゾグ

たOO族と区別している。
例えば、
雲南やチベッ
ト
にい
る空格人・
苦聴人

-
布下人・偉人などはその一部である。
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ft、、
一九四九年に新中国が誕生し
てから今日までに、
中国において一二
回(一

少数民族の人口

九五一二
年、

一九八二年)
の人口調査が実
施された。
最近行な

一九六四年、

われた人口
調査は一九八二年であり、
それによると中国の
総人口は第二表

の如く、
大陸の
みで十億八一八万人となっ
ている。
その
うち、漢民族が九

」ーノ、

億三
六七
O万人で、全体の九三・三パ
ーセン
トを占め
、少数民族が六七

二

三万人で、六・七パーセン
トとなっ

ている。
なお各少数民族の人口
は、第

一
表に一不されているのでそれを参照し
てい
ただきたい。

第一表によれば、人口一OO万人を超える少数民族は一五民族となっ
て

い
る。
その
中でも
最も人口の
多い
ところの広西チ
ワン
族自治区に主に集居

し
てい
るチワン
(壮)
族は
一三三七万人となっ
ている。
ちなみに、
ヨ

ロッパ
における西ドイツの
人口が一六OO万人であり、オラン
ダの人口が

一
四OO万人である。
チワン
族はまさにそれらに
匹敵するほ
どの
人口
を
擁

してい
る少数民族である。
方
ホジェ
ン
(赫
哲)
族のよう
に僅か一五
O

O人とか、
ロッパ
(格巴)
族の二
000人といっ
た極めて少数の民族もい

るの
である。

ここで中国の人口との関係で一言つけ加えれば、今日の
中国では人口抑

制政策が実施されており
二
夫婦一人児政策が推進されている。
ところが、

従来この
政策は
少数民族に対して適用されないとい
われてきたが、
最近の

文
献によれば、少数民族が一
律に適用
外にあるのではなく、
人口の少ない

民族の
みが抑制策の
対象から除外されているようである。
〈若林敬子編集

-
解説
「中国の人口問題」
(「現代の
エスプ
リ」
N0
・190)〉
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中国における少数民族の
居住地域は、国土全体の玉
Oないし
六Oパ
lセ

少数民族の
分布

ン
トといわれている。

すなわち、国土の
半分以上が少数民族の
居住地域と

い
うことで
ある。
ただし
少数民族の散居および漢民族との雑居地域を
含め

る
とさらに落大となるであろう。
少数民族の
居住地域は、面積の
広大なの



に比して可
耕地が少なく、
山岳地帯や砂漠地帯が多いということである。

しかしながら少数民族居住地域は砿産物資源をはじめとして、
天然資源が

豊富な極めて
重要な地域である。

第一表の各民族の主要居住地域から
もわか
る如く、
少数民族の居住地域

は、
その多くが外国と国境を接する地域であり、
いわゆる中国における辺

彊地域であるということができる。
たまたま
中国とソ連、
中国とベトナム

といっ
たように、
国境を接してそれぞれの国家が
存在し、
そこには国境をは

さんで同一民族が三
分されているケiスがし
ばしばみられる。
例えば、

ンゴ
ル
民族の如くである。
すなわち、
外モンゴ
ル
と呼ばれるモンゴ
ル人民

共和国と中国領内における内蒙古自治
区は、
いづ
れもモンゴ
ル民族の集居

地域である。
中国領内の少数民族とその周辺国家内の少数民族が同一民族

でありながらも別々
の国家にいるのである。
このような状況から、
相互の

交流が平常時には比較的自由である。
一方、
国家聞の対立が民族間の対立

を生む
契機にもなりかねないのであり、
その逆の現象もありう
るのである。

それ
故に中国における少数民族問題は、
時に辺
彊問題・国際問題に発展す

る要素を内包しているのである。

二 、
中国における民族
研究の推移

先に指摘した如く、
今日の中国は大民族としての漢民族をはじめ、
五十

五の少数民族とから構成された多民族国家である。
このよう
な中国につ
い

て、
その歴史や文化を理解する上で、
とりわけ漢民族中心の中国研究に対

する反省に立っとき、
少数民族に関する研究は極めて重要な作業の一つで

あるといえよう。
そこで、
中国における(少数・非漢)
民族研究の動向に
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ついて、
とくにその成果の一
端としての出版状況からみていきたい。

中国における(少数・非漢)
民族研究は 、
主として歴史学と民族学のニ

つの分野から進められてきた。
その推移をとりあえず便宜的に
次の四つの

時期に分けてみていくこととし
たい。

第一期は一九二0年代後半から一九四
九年の解放まで、
第二期は一九四

九年の新中国の
誕生から一九六六年のプロ
レ
タリア文化大革命の始まるま

で、
第三期は一九六六年の文革開始から一九七六年の四人組失脚まで、
第

モ

四
期は一
九七
六年の文革終
息から今日までの四時期である。

そこで、
この四つの時期の民族研究の動向について、
主として出版物を

通して紹介してみたい。
但し、
ここではとくに私の問題関心との係りから、

少数民族の言語・文
字や文学に関
する著作については必
要
最
少
限
に
と
ど

め、
あくまでも歴史学・民族学に関するものに限定してみたいと思う。

第一期は、
のちに北京大学校長となっ
た茶元培らをはじめとするヨlロ

ッ
パ
留学か
ら帰国した人々
によっ
て、
中国にヨーロッ
パ
の科学的な民族学

(文化人
類学)
研究を紹介し推進し
ていっ
た、
いわゆる民族学研究の揺藍

期ともいうべき時期である。
この時期の代表的な著作は、
王桐齢「中国民

族史」(北平文化学社・一九二八) 、
張
其均「中国民族士山」
(商務印書
館・

一九二八) 、
呂思勉
「中国民族史」(世界書局・一九三回) 、
宋文畑
「中国民

族史」(中華書局・一九三五) 、
林恵祥「中国民族史」
二冊(商務印書館・

一九三六) 、
劉師培「中国民族志」(寧武南氏劉申叔先生遺書所収・一九一一一

六) 、
呂振
羽
「中国民族簡史」
(重慶光華出版社・一九四八)
などである。

このような概括的な中国民族史(志)
に関する著作は、
解放後には殆んど

みられないものである。
一
方、
各民族の歴史に関
する文献による研究や野

七
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外調査が進められ、
その成果は数々
みられるが 、
ここにとくに西南民族に

関する主なものを列挙すれば
次の如くで
ある。

周希武「玉
樹土司調査記」(商務印書
館・一
九二O) 、
楊成志
「雲南民族

調査報告」(中山大学語言歴史研究所・一
九三O) 、
顔復礼・
商承
祖
「広西

凌雲猪人調査報告」(中央研究院社会科学研究所・一
九三二) 、
劉錫蕃「嶺

表紀蛮」(商務印書館・一
九三四) 、
鹿新民
「両広務山謂査」
(中華書局・

一
九三五) 、
江応傑
「西南辺彊民族論議」
(広州株海大学・一九三八) 、
曲目

昭愉「大涼山
す央区考査記」(昆明求真出版社・一九四五) 、
林耀華
「涼山
夷

家」(商務印書館・一
九四七〕
などである。

第二期は
一
九四
九年の中国共産党による中国解放と
中華人民共和国の

誕生によっ
て、
多民族国家としての新中国がスタートし 、
その構成員であ

る多くの少数民族に
対し
て社会・経済の発展を促進するために、
少数民族

の
幹部の養成および
民族研究を奨励し
た時
期である。
こうし
た政策の
具体

化の一
つが、
北京に中央民族学院を、
各地の少数民族集居地
域に地方民族

学
院を設置し
たことである。
い
ま各地に
設置された民族学
院とその設置年

次

設置場所につい
て示してみ
れば 、
次の通りである
〈「中国百科年鑑・

一
九八
O年」
による〉 0

中央民族学院
北京
市

一九五一
・六

西北民族学院
甘粛省関州市
一
九五0・八

貴州民族学院
貴州省貴陽市
一
九五一・玉

西
南民族学
院
四
州省成都
市
一
九五一・六

中南民族学院
湖北
省武漢市
一九五一
・八

雲南民族学院
雲南省昆明市
一九五一・八

八

広商民族学院
広商チワ
ン族自治区南寧市
一九五二・三

青海民族学院
青海省西寧市
一
九五六・九

広東民族学
院
広東省広州市
一
九五八・九

西蔵民族学院
険西省成陽市
一九六五
・七

(なお貴
州民族学院は一
九五九年に貴州大学に合併され、
一九七七年
に復

活 。
中南民族学院も一九五七
年七
月に中央民族学院分院と
改められた。)

この時期における中国共産党の民族政策の推進は 、
民族研究においても

大きな発展を促すこととなっ
た。
その際に、
新中国が誕生し
た当初は、
ま

刊すソビエ
トにおける民族研究の

理論や方法を導入することに努め
た。
その

らうつ叶しま、

Ji
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一九五四
年より刊行された民族問題訳護編輯委
員会編による

「民族問題訳叢」
(民族出版社)
であり、
一九五八
年八月までに第一二
O期

(号)
を発刊し
た。
それに代っ
て、
学術誌とし
ての
「民族研究」
や
政治宣

伝誌とし
ての
「民族団結」
・「民族画報」

などの定期刊行物が刊行された。

一
方、
僅少ではあるが専門的な著作もい
くつかみられる。
とくに西南少数

民族に関するものに限っ
てみれば 、
出府少僑
「清代苗民起義」
(湖北人民出

版社・一九五六〉 、
黄現璃
「広西信族簡史」(広西人民出版社・一九五七) 、

雲南人民出版社
「雲南白族的起源和形成論文
集」
(雲南人民出版社・一九

五七) 、
黄蔵蘇
「広西憧族歴史和現状」
(民族出版社・一九五八) 、
江応傑

「明代雲南境内的土官与土司」(雲南人民出版社・一
九五八) 、
方国
稔「元

代雲南行省僚族史料編年」(雲南人民出版社・一九五八) 、季家瑞等
「大理

白族自治州歴史文物調査資料』
(雲南人民出版社・一
九五八) 、
謝華
「湘西

土司輯略』(中華書局・一九五九) 、
馬長寿
「南詔国内的部族組成和奴隷制

度」
(上海人
民出版社・一九六
ご
などであり、
これらはこの時期に出版



された代表的な
著作である。

第三期はプロレ
タリア
文化大
革命の期間であり、
民族研究のみなら
ず 、

中国におけるあらゆる学術研究が
停滞あるいは中断した時期である。
とり

わけ、
解放後に各地で進められてい
た民族調査とその整理・
検討も中断さ

れたのである。
なおこの時期には、
国防を重視し 、
少数民族を軽視すると

いっ
た政策が採られ 、
民族研究に関
する出版物なども 、
政治的な
宣伝を目

的とする若干のものを除けば、
殆んどみるべきものがない
といっ
てもよい

状況であっ
た。

第四期は、
約一0年間のプロレ
タリア
文化大
革命期の空白を埋めるか
の

如く
一挙に大量の出版
物が刊行されるようになっ
てきた一
九七
六年後半

から今日までである。
ところで、
このような状況に対して考えさせられる

こととして、
これだ
け大量の出版
物が一挙に堰を切っ
て流れるが如く刊行

されるようになっ
てきたということは、
当然とい
えば当然の
ことながら、

文革前のみならず文革中にも研究がなんらか
の形で継続されてい
たであろ

うことを推測させるものである。

この第四期の出版物を通してみた研究動向については、
節を
改めてみて

い
くこととしたい。

、

最
近
の
中
国
に
お
け
る

出
版
物
を
通
し
て
み
る
民
族
研
究
の
動
向

まず 、
定期刊行物としては、
文革中に一
時停刊されてい
た
「民族研究」

「民族団結』
「民族画報』
が 、
逸早く復刊されたばかりでなく、

八一年か
らは
「民族学研究』
が創刊され、
さらに
「民族文化』
といっ
た専

中
国
に
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る
少
数
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族
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究
の
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門雑誌も刊行されるようになっ
た。
このような民族(学)
研究に
関する
専

門雑誌のみなら
ず
「歴史研究」
「中国史研究」
といっ
た学術雑誌をは

じめとして、
各地の総合大学や民族学院の紀要・
報告書の類にも民族研究

の論文が多く掲載されるようになり、
それらの一
部が複印報刊資料
「中国

少数民族』
に収め
られ、
利用するのに極めて便利となっ
た。
なおこの資料

集には我国に入荷されてい
ない
大学の各種の紀要類や各
地の新聞・
雑誌か

らも収録されており 、
と
りわけ内部出版物か
らの転載もあっ
て、
至便なも

のであっ
たが
一九八三年より停刊されることとなっ
た。

民族研究の基本的な工
具である民族地図や年
表・辞典もここにきて
各種

の出版
物が刊行された。
その中で特筆すべきものとしては、
国家民族委民

族問題五種叢書編輯委
員会《中国少数民族》
編写組編
「中国少数民族』(B

5・
五
九六頁 、
人民出版社・
一
九八一)
の刊行であろう。
本書は従来の少

数民族研究の成果をふまえ、
中国の少数民族の現状を最も手際よくまとめ

た、
いわゆるハン
ド・ブッ
クともいうべきものである。
その内容は 、
中国

の五十五の少数民族につい
て、
地域別にまとめて、
それぞれの呼称・人口

-
居住地域・
歴史・社会経済状況などにつ
いて詳説し、
民族衣
装をまとっ

た各民族の写真をまじえたもので
あり、
中国の少数民族について知ろうと

する者にとっ
て、
最も手頃な
案内書・概説書ということができよう。
こう

したハン
ド・
ブッ
ク
の他に
民族辞典が
刊行されてい
る。
その
一つが、
辞海

編輯委
員会
「辞海・民族分冊」
(A5・
二二
九頁 、
上海辞書出版社・一九

八二〉
である。
本書の内容は、
まず民族問題・民族政策・民族学に
関する

九

用語を解説し、
ついで中国の歴史上の民族に
関する語棄を地域別にまとめ

て解説し、
さらに
中国の少数民族の言語・文字についてふれ、
最後に世界各

九



1110
 

tr
阻

土」
認

さと
の

も
紙

面ミ
最長

1$
駅

Q
同

�

一南安

一河'西 一'東侠 一北山

一河'札一 一'北士口北

十海河'湖古一

一青'津i蒙一

一'南天東内一

一昨畳一江J忠

一

一黒海竜南川北州

一'青黒雲四古'貴一

一林''''蒙北'一 一吉彊古粛西西州内河東東一

一'新蒙甘広広貴''広広一

一彊'内''''寧林'

E一 二新南'海南州東遼吉西南川海

一'河京青湖貴広''広雲
一四青江一

一寧'北''''江江'''''江一 ←遼粛'川南南南竜竜南南北粛川江建西彊川竜一

一一'甘寧四雲雲雲黒黒湖湖湖甘四漸福広新四里山一 一一古'遼

一一蒙夏'蔵彊州川西州林寧州西南南南腕胆南東南南建湾南州粛南南語一

仁川if--f:iIlli--ijjjJ川一

一昨一日川訪問川江川MM刊誌出江川刊誌な誌は一

qu一

上
一

7654865535766必68587452588566一

4A'AQU内リハUFOQJRUつdFbqdFbヮ，巧dQJQU只Uワ臼巧dnり1iQdつdρhuワωマム一 718645672625238142766494965一 13091056126776386213204771一 1620689567648158004167670 ハUQdQUQU只U4AqJQunJにυ日りつゐの4QdっοQUウdAVηJqUFOAUZFD民Uヴ， 5JJJJJJA887564542221111 ヮ“ndっ“。οQU噌i1A内YM

「
:人

r::t…一
言語

査

i 
(1搬

年
)

I 
(四

64)

I 
�

山
571

7，219，3 52 
I 

3，870，068 
5 ， 95れ

山
| 

5，030，897 
1 

l
5: 

13，378，1 62 
2，120， 469 
1，763，870 

I 

4，299，15θ
l 

1，425，100 
1， 402， 676 
1，131， 124 
2，832，743 
1，058，836 

907，582 
839，797 
817，562 
480，960 
298，591 
368，832 

1， 549 
304，174 
286，487 
279，397 
245，154 
93，008 

113，999 

域
地

{ 主
居

要
主

1， 965， 766 
4，473，147 

名モ
ン

ゴ
yレ

?ト k
、

中
国

少
数

民
族

の
人

口
と

居
住

地
域

族

M
ongolian (M

ongolian) 
H

ui (H
ui) 

民
数

族族

少

第
一

表

チ
ベ

ッ
ト

ウ
イ

グ
ノレ

ミ
ャ

オ
イチ

ワ
ン

フ。
イ

ち
ょ

う
せ

ん
マ

ン
ト

ン
ヤ

オ
J、、 ーート

ゥ
チ

ヤ
ノ、ニニ

カ
ザ

フ

グ
イ

リ
ー

リ
ス

ワシ
ョオ

こ
う

ざ
ん

ラ
フ

ス
イ

ト
ン

シ
ャ

ン
ナ

シ
チ

ン
ポ

ー
キ

ル
ギ

ス

Tibetan (Tibetan) 
U

yg ur (U
ighur) 

M
iao (M

iao) 
Y

i (Y
i) 

Zhuang (Chuang) 
Bouy ei (Puy i) 
K

orean (K
orean) 

M
anchu (M

anchu) 
Dong (Tung) 
Yao (Y

ao) 
Bai (Pai) 
Tujia (Tuchia) 
H

ani (H
ani) 

K
azak (K

azakh) 
Dai (Tai) 
Li (Li) 
Lisu (Lisu) 
V

a (W
a) 

She (Sheh) 
Gaoshan (K

aoshan) 
Lahu (Lahu) 
Shui (Shui) 
Dong xiang (Tung hsiang ) 
Naxi (N

ahsi) 
Jingp o (Chingp o) 
K

ergez (K
halkhas) 

古

族族族族族族族族族族族族族族族族族族族族族族族族族族

が

依鮮家尼

克

保山枯郷西頗畝 薩伝

蔵維苗葬壮布朝満伺孫自土恰恰僚懇傑侃含高投水東納景桐 蒙回



彊一 新

林。〉

江古江江一る

竜'竜竜一よ沼山

粛黒粛西寧黒即日一に参

甘'甘広遼''一弘頃 '士口'''古古江一山口 海蒙西川南海茜州讃南南握南彊彊蒙南粛粛西襲南蒙竜蔵蔵南一
司

~
ヨ

育内広四雲青広貴新雲雲新雲新新内雲甘甘広新雲内黒西西雲一日時

一1よ噌i

一FA3

1mm沼幻田沼羽川山回目担問幻出削muUHU的回目幻回一一一明 J 6819890009933119964991254一，H3

m47m497日目66656ロ9678ロ755m6←柳川町 -E1 一VA Illili--i一h

一一h矧

一一ぼ計

一布統 一
恥恒 aF

 

1m土
問跡 O助国

Tt 
住

〉居

通と

孝口

費人

f\

 

nb

 

n u T 
o a 

H 
e F 

は
記

表
文

欧
の

名
族

民/\

 

7
7

，3
4

9
 

6
3

，3
9

4
 

52
，8

19
 

49
，10

5
 

3
9

，4
1

1
 

3
4

，6
6

4
 

2
2

，3
8

2
 

2
6

，8
5

2
 

3
3

，4
38

 

12
，0

32
 

14
，2

9
8

 

16
，2

3
6

 

15
，0

4
7

 

7
，7

17
 

1， 3
2

6
 

9
，6

8
1 

7
，2

6
1 

5
，12

5
 

5
，7

17
 

4
，2

9
3

 

2
，2

9
4

 

3
，0

9
0

 

2
，7

0
9 

7
18

 

3
，80

9 

15
9

，4
2

6
 

9
4

，0
14

 

9
0

，4
2

6
 

10
2

，7
6

8
 

5
8

， 4
7

6
 

69
， 10

2
 

3
8

， 13
5

 

53
， 8

0
2 

8
3

， 6
2

9
 

2
0

， 4
4

1 

2
4

，2
3

7
 

2
6

， 5
0

3 

2
3

，16
6

 

12
，4

5
3 

2
，9

3
5

 

19
， 3

4
3

 

12
，2

9
5

 

9
， 0

2
7

 

10
， 5

6
9 

1
1

， 9
9

5
 

4
，12

7
 

4
，6

8
2 

4
，13

2
 

1
，4

7
6

 

6
，2

4
8

 

2
，0

6
5

 

1
1

，9
7

4
 

ト
ゥ

ー
ダ

ブ
ー

ル
ム

ー
ラ

オ
チ

ャ
ン

フ
ー

ラ
ン

サ
ラ

ー
ル

マ
オ

ナ
ン

コ
ー

ラ
オ

ジ
ボ

ア
チ

ャ
ン

ブ
ミ

タ
ジ

ク
ヌ

ー
ウ

ズ
ペ

ク
オ

ロ
ス

エ
ヴ

ェ
ン

キ
ノf

ラ
ウ

ン

ボ
ウ

ナ
ン

ユ
ー

グ
キ

ン

タ
タ

ー
ル

ト
ー

ル
ン

オ
ロ

チ
ョ

ン
ホ

ジ
ェ

ン

メ
ン

ノf

ロ
ツ

ノ ぞ

ジ
ノ

ー

Tu (Tu) 
Daur (Tahur) 
M

ulao (M
ulao) 

Q ia時
(Cl由

ng)
Bulang (Pulang) 
Sala (Sala) 
M

aonan (M
aonan) 

Gelao (Kelao) 
Xibo (Sibo) 
A

chang (A
chang) 

Pum
i (Pum

i) 
Taji k (Tajik) 
N

u (N
u) 

U
sbek (U

zbek) 
Russian (Russian) 
E

wenki (Owenk) 
Benglong (Penglung) 
Baoan (Paoan) 
Y ug ur (Y uku) 
Ji昭

(C hing)
Tartar (Tartar) 
Dulong (Tulung) 
Oroqen (Olunchun) 
H

ezhe (H
oche) 

M
enba (M

onba) 
Luoba (Loba) 
Jino 

土
族

逮
斡

fy
族

弘
倍

族

売
族

布
朗

族

撤
技

族

毛
難

族

f乞
倍

族

錫
伯

族

阿
昌

族

普
米

族

塔
吉

克
族

怒
族

烏
孜

別
克

族

俄
羅

斯
族

都
混

克
族

崩
竜

族

保
安

族

裕
周

族

京
族

塔
塔

fy
族

独
竜

族

|
都

倫
春

族

(
赫

哲
族

;
門

巴
族

i
洛

巴
族

|
基

諾
族

1 1 1 1 
モト

回
以

認
さと

の
も

事長
lli:{

巡
忘

住民
@

同
県



中
国
に
お
け
る
少
数
民
族
研
究
の
近
況

地の民族につい
て地域別に解説しており、
極めて簡便な民族辞典である。

最近のと
くに際立っ
た出版物としては、
各民族の歴史や言語に
関する護

書の
類である。
例えば
「中国少数民族社会歴史調査資料叢刊」 、
「中国少数

民族簡志議書」 、
「中国少数民族語一ず一回筒志議書」
などであり、
これ
らの
各護

書が陸続として刊行されてい
る。
こ
の他にも中国少数民族地方自治概況を

伝える業書が刊行される予定になっ
てい
るとい
う。
この
ような一連の業書

は 、
国家民族事務委
員会に
「民族問題五
種議室己
編樹委
員会を設置して取

組んできた国家的事業の一
部である。

とこ
ろで、
中国におい
ても一
九七
九年に全国的な規模での中国民族学研

究会が設立された。
また中国社会科学院のもとに民族研究所が設置され、

さらに各地の民族学院などにも民族研究所が付
置されており、
そこでの研

究の成果が相い
次い
で出版されてい
る。
その状況は本文末に付したリス
ト

を参照してい
ただきたい。

なお
個々
の著作につい
ての紹介は数幅の関係で省略したい。

お

わ

り

一
九七
六年の文革終
息以後、
中国におい
て(少数)
民族研究に関
する著

作が多く刊行されてきたが、
そうした著作を通して最近の民族研究の傾向

について
二点ほ
ど指摘してみたい。

そ
の第一点は 、
従来研究者の殆んどは漢族出身者であっ
たが、
今日少数

民族出身の研究者が養成されて成長し、
少数民族自身の手で白からの民族

研究を行うようになっ
てきているとい
うことである。
例えば 、
著書や論文

の執筆者の後に(OO族)
と記し、
その出身民族名を示し
ているのである。

これは中央および
各地に設置され

た民族学院や民族研究所におい
て

養成された少数民族出身の研究者

が成長し輩出してきでい
るこ
との

あらわれであろう。

第二点は、
中国における古典文

献中の(少数)
民族に関する記事

の殆んどは、
漢民族の
体制側から

の史料が中心であっ
たが
しか
し

最近刊行されてい
るものの中には、

少数民族の側からの史料を、
彼ら

の言語や文
字を用い
たり、
あるい

は漢訳して出版されるようになっ

てきたことである。

〔単位 : 万人〕
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歴代人 口 統計第二衰

このような新し
い傾向は、
民族研究にとっ
て好まし
いことであると同時

に歓迎すべきことである。
ともあれ、
最近の中国における民族研究に関す

を示すものであるとい
えよう。

る出
版の盛況は、
中国における民族研究者の量の
拡大と研究の質の高まり

たものである
J

(本稿は六月一一
日に当研究所の研究例会で行っ
た報告原稿を加筆し

《
一

九
七
六
年
以
後
商
南
民
族
関
係
出
版
図
書
》

(
辞
典)
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学
研
究
所
『
夜
郎
考
け・
臼』
(
貴
州
人
民
出
版
社・
一
九
七
九・
八一二)

劉
発
漢
『
弊
族
社
会
歴
史
調
査
研
究
文
集』
(
民
族
出
版
社・
一
九
八
O)

歯周
承
緒
等
『
永
寧
納
西
族
的
阿
注
婚
姻
和
母
系
家
族』
(
上
海
人
民
出
版
社・
一
九
八
O)

宋
恩
常
『
雲
南
少
数
民
族
社
会
調
査
研
究
(
上・
下)』
(
雲
南
人
民
出
版
社・
一
九
八
O)

伺
継
周・
羅
之
基
『
西
盟
何
族
社
会
形
態』
(
雲
南
人
民
出
版
社・
一
九
八
O)

胡
慶
鈎
『
明
清
券
族
社
会
史
論
叢』
(
上
海
人
民
出
版
社・
一
九
八一
)

p・
φ・
伊
茨
著 、
溺
思
剛
訳
『
東
亜
南
部
民
族
史』
(
四
川
民
族
出
版
社・
一
九
八一
)

百
越
民
族
研
究
会
『
吉
越
民
族
史
論
集』
(
社
会
科
学
出
版
社・
一
九
八
二)

尤
中
『
西
南
民
族
史
論
集』
(
雲
南
民
族
出
版
社・
一
九
八
二)

厳
汝
嫡・
宋
兆
麟
『
永
寧
納
西
族
的
母
系
制』
(
雲
南
人
民
出
版
社・
一
九
八一二)


